
  
 

 

 

 

『新型コロナウイルス感染症 

拡大防止対策下における学校 

図書館の活動ガイドライン』 

（全国学校図書館協議会） 

全国学校図書館協議会では、

新型コロナウイルス感染症拡大防止対策下にお

いて、休校中の学校図書館活動をどのように行う

か、また再開するにあたっての留意点は何か、な

どを示したガイドラインを作成し、ホームページ上

に公開しています。ガイドラインには、学校図書

館の感染リスク評価（室内換気状況の確認や、他

者と共有する物品・場所の特定など）の考え方、リ

スク評価に基づく消毒の必要性や貸出・返却処

理時の対策例などが示されています。 

地域や校種などによって必要な対策が異なる

ため、ガイドラインを参考に学校図書館毎、運営

について検討することが大切です。 

 

学 校 図 書 館 の 新 型 コ ロ ナ 

ウィルス感染症拡大防止対策 

現在様々な感染症拡大防止 

対策を行いながら、学校図書館 

活動が再開されています。 

地域や学校の状況によって必要な対策は異な

りますが、国の学校運営指針や他の学校図書館

の対策例が、インターネット上で紹介されていま

すので参考にご覧ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

このガイドラインは 5 月 14 日に作成され、最新

更新日は6月19日となっています。今後も新たな

留意点や変更すべき事態が起こった場合は更新

される可能性がありますので、随時ホームページ

をご確認ください。 

新型コロナウイルス感染症拡大防止対策下における

学校図書館の活動ガイドライン【6月22日確認】 

https://www.j-sla.or.jp/pdfs/sla-guideline2020

0619.pdf 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※静岡県総合教育センターあすなろ図書室も感染

症拡大防止対策を行いながら運営しています。詳し

い内容は「まなぼっと」内で紹介しています。下の

二次元バーコードから確認できます。ご覧ください。 
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新型コロナウィルス対策下の学校図書館活動 

（青山学院大学准教授庭井氏運営）【6月22日確認】 

https://sites.google.com/view/covid19schoolli

brary/top 

休校期間中、また学校再開後の学校図書館運営に

ついて、アンケート回答を得た学校個別の取り組み

を中心に、国や地方自治体の情報も含めて掲載して

いる。 

学校における新型コロナウイルス感染症に関する

衛生管理マニュアル～「学校の新しい生活様式」～ 

（文部科学省）【6月20日確認】 

https://www.mext.go.jp/content/20200616-mxt_k

ouhou01-000007426_01.pdf 

学校における感染及びその拡大のリスクを可能

な限り低減するための運営指針。 



 
学校の読書活動推進に「静岡県 

子ども読書アドバイザー」を 

活用しませんか。 

県教育委員会は、各市町で 

活動するボランティアの中から、

地域の読書推進リーダーとしての役割を担う人材

に、一定期間読書活動に関する講座等を 

受けていただき、修了者を「静岡県子ども読書 

アドバイザー」として認定しています。子ども読書

アドバイザーには、読み聞かせ等の読書活動や

学校図書館整備の支援等を求める学校又は図書

館と、それらの技能をもつボランティアとをつなぎ、

必要に応じて指導・助言や調整を行うコーディネ

ーターの役割を期待しています。 

「魅力ある学校図書館づくりのため、蔵書や展示、

館内装飾を充実させたいが、学校に合った具体

的なアドバイスが欲しい。」 

「読書週間に行う読書活動の企画立案について

助言が欲しい。」 

「読書ボランティアの運営について相談したい。」 

そんなお悩みがある時は、子ども読書アドバイ

ザーの出番です。アドバイザーは、教員や保護

者を対象とした読み聞かせ講座の実施や、読書 

ボランティアへの指導や助言、学校等における 

 

     学校図書館に案内図を 

掲示しましょう。 
学校図書館の入口に棚の配 

置などを示した案内図があると、 

子どもたちが本を探す手助けに

なります。探している本を自分で見つけ出すこと

ができるようになることは、情報活用指導の 

 

 

 

 

 

 

 

運営支援等をとおして、学校や地域の子どもの 

読書活動の推進を図っています。 

アドバイザーのリスト及び問い合わせ先は、県

社会教育課 HP 内で公開しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【活用参考例：こども園の職員向け「絵本の講座」】 

 

 

 

 

 

 

 

 

一環で、とても大切なことです。 

現在静岡県で使用している小学校国語教科書

には、図書館の使い方や図書の分類についての 

説明が載っています。子どもたちが学校図書館

の使い方を実地で確認できるように、小・中・高と

校種を問わず、各学校図書館内で案内図を作成

し、掲示してはいかがでしょうか。 

 

 

社会教育課 読書県しずおかBookサイト 

http://www.pref.shizuoka.jp/kyouiku/kk-080/do

kusyo/pref/index.html 

案内図の例 


